
福井海区漁業調整委員会指示 第５－３号  

 

漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１２０条第１項の規定に基づき、

福井県沖合海域における火光を利用した釣りについて、次のとおり指示する。 

 

令和５年９月１日  

 

福井海区漁業調整委員会  

会長 小林 利幸  

第１ 制限内容 

 福井県沖合海域における火光を利用した釣りについては、次表の海域ごと

に定める火光でなければならない。ただし、令和５年９月１日付け福井海区

漁業調整委員会指示第５－２号にて設定した保護区域を除く。また、次表の

１船舶につき使用することができる集魚灯の光力の合計において、発光ダイ

オード式集魚灯（以下「ＬＥＤ灯」という。）を使用する場合は、当該ＬＥＤ

灯の定格出力に３を乗じて得た数（単位はキロワットとし、１未満の端数を

生じたときは、１に切り上げる。）とする。  

区分 海      域 

１船舶につき使用する

ことができる集魚灯の

光力の合計 

１ 

（１）九頭竜川河口三国防波堤突端から

真方位３１５度の線①以北の水深３０

メートル等深線以浅の海域  

（２）丹生郡越前町干飯埼突端と敦賀市

立石岬突端を結んだ線②と南条郡南越

前町と敦賀市との陸岸における境界点

から真方位３０５度の線③によって囲

まれた海域  

（３）敦賀市岡埼突端と同市明神埼突端

を結んだ線④と陸岸によって囲まれた

海域  

（４）敦賀市と三方郡美浜町との陸岸に

おける境界点から真方位２７０度の線

⑤以南の陸岸（千島を除く。）から沖合

３，０００メートル以内の海域  

（５）区分１（４）に定める海域のほか、

三方上中郡若狭町常神灯台と小浜市久

須夜ケ岳山頂を結んだ線以南および大

飯郡おおい町髻島と同郡高浜町風島を

結んだ線以南の海域  

 ６キロワット以内 



２ 
 区分１の線②と線③と線④および陸岸

によって囲まれた海域  

 １０キロワット以内 

３ 

（１）区分１の線②と線⑤の間の敦賀市

陸岸から沖合４，０００メートル以内の

海域  

（２）敦賀市と三方郡美浜町との陸岸に

おける境界点および線⑤と東経１３５

度５４．８分の線との交点および東経１

３５度５４．８分北緯３５度４２．２分

の点および北緯３５度４２．２分の線と

常神岬突端から真方位０度の線⑥との

交点ならびに常神岬突端の点とを順次

結んだ線と陸岸によって囲まれた海域

（区分１（４）の海域を除く。）  

（３）常神岬から真方位０度の線以西の

陸岸から６，０００メートル以内の海域

（区分１（４）および（５）の海域を除

く。）  

 ２０キロワット以内

（４月１日から１０月

３１日まではするめい

かを漁獲する場合に限

り、福井海区漁業調整

委員会に届け出た船舶

総トン数５トン未満の

漁船は７０キロワット

以内、福井県漁業調整

規則（令和２年福井県

規則第５６号）第４条

に基づく小型いかつり

漁業の許可を受けた漁

船は１８０キロワット

以内） 

 

４ 

（１）線①以北の水深６０メートル等深

線以浅の海域（区分１（１）の海域を除

く。）  

（２）線①と福井市八ツ俣赤石から真方

位２７０度の線⑦の間の水深６０メー

トル以浅の海域  

 ２４キロワット以内 

 

５ 
 線②と線⑦の間の越前町沿岸水深６０

メートル以浅の海域  

 ３０キロワット以内 

６ 

 区分１から区分５までの海域以外の海

域  

（１）船舶総トン数５

トン以上の船舶を漁業

に使用する場合は１８

０キロワット以内 

（２）船舶総トン数５

トン未満の船舶を漁業

に使用する場合は７０

キロワット以内 

（３）漁業以外に使用

する船舶の場合は７０

キロワット以内 

 

第２ 指示の有効期間 

 令和５年９月１日から令和１０年８月３１日まで。 



 

附則  

福井海区漁業調整委員会指示第３０‐８号の発動の際（平成３０年８月２

８日）既にＬＥＤ灯を船舶に整備し、福井海区漁業調整委員会に届け出てい

た船舶のＬＥＤ灯については、これを改造または換装しない限り、光力は定

格出力に３を乗じないものとする  



 


